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(57)【要約】
【課題】　再生装置と音響装置と音声出力装置の接続構
成に関わらず、再生コンテンツの音声データを適切なフ
ォーマットで出力することが可能な音声出力装置および
その制御方法を提供する
【解決手段】　本発明に係るテレビ装置１００（音声出
力装置）では、ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３，１２４にテレ
ビ装置１００の音声出力性能情報が予め格納される。Ａ
Ｖアンプ１０２がテレビ装置１００に接続された場合、
制御部１０８は、ＡＶアンプ１０２が接続されているＨ
ＤＭＩポート１０６とは異なるＨＤＭＩポート１０５の
ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３に格納されているテレビ装置１
００の音声出力性能情報「２ｃｈ」を、ＡＶアンプ１０
２の音声出力性能情報「５．１ｃｈ」に書き換える。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声出力装置であって、
　第１および第２の接続端子と、
　それぞれ前記第１および第２の接続端子に対応して設けられ、前記音声出力装置の音声
出力性能情報が予め格納される第１および第２の記憶部と、
　前記第１の接続端子に音響装置が接続された場合に、前記音響装置の音声出力性能情報
を取得して、前記第２の記憶部に格納された前記音声出力装置の音声出力性能情報を、取
得した前記音響装置の音声出力性能情報に書き換える制御手段と、を備えることを特徴と
する音声出力装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、取得した前記音響装置の音声出力性能と前記音声出力装置の音声出力
性能とを比較し、前記音響装置の音声出力性能が前記音声出力装置の音声出力性能よりも
高い場合に、前記第２の記憶部に格納された前記音声出力装置の音声出力性能情報を、前
記音響装置の音声出力性能情報に書き換えることを特徴とする請求項１に記載の音声出力
装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１の記憶部に格納された音声出力性能情報は、前記音声出力装
置の音声出力性能情報のまま書き換えないことを特徴とする請求項１に記載の音声出力装
置。
【請求項４】
　さらに、前記第２の接続端子に接続された再生装置から入力された音声データのフォー
マットが前記音声出力装置の音声出力性能に対応してない場合は、該入力された音声デー
タを前記音響装置に出力する音声処理手段を備えることを特徴とする請求項１から請求項
３までのいずれか一項に記載の音声出力装置。
【請求項５】
　さらに、前記音響装置の電源がオンしない場合に、前記再生装置の接続変更を促すよう
ユーザに通知する通知手段を備えることを特徴とする請求項４に記載の音声出力装置。
【請求項６】
　前記音声出力性能情報は、出力可能な音声のチャンネル数を示す情報であることを特徴
とする請求項１から請求項５までのいずれか一項に記載の音声出力装置。
【請求項７】
　第１および第２の接続端子と、それぞれ前記第１および第２の接続端子に対応して設け
られ、音声出力装置の音声出力性能情報が予め格納される第１および第２の記憶部とを備
える前記音声出力装置の制御方法であって、
　前記第１の接続端子に音響装置が接続された場合に、前記音響装置の音声出力性能情報
を取得するステップと、
　前記第２の記憶部に格納された前記音声出力装置の音声出力性能情報を、取得した前記
音響装置の音声出力性能情報に書き換えるステップと、を有することを特徴とする音声出
力装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の装置が接続可能な音声出力装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオカメラやレコーダなどの再生装置と、内蔵スピーカを有するテレビ装置などの音
声出力装置と、外付けスピーカを有するＡＶアンプなどの音響装置とを備えた映像音声再
生システムがある。近年、これらの装置間を１本のケーブルで接続し、映像データ、音声
データ、制御データなどを伝送することが可能なＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉ
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ｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）と呼ばれるインタフェースが普及し
てきている。ＨＤＭＩは装置間を１本のケーブルで接続するだけでよいため、ユーザにと
っては映像ケーブルと音声ケーブルなどの複数のケーブルを接続する煩わしさが無いとい
う利点がある。ＨＤＭＩに対応した各種製品の普及に伴い、複数のＨＤＭＩ端子を備える
テレビ装置も増加してきている。
【０００３】
　ＨＤＭＩでは、ＴＭＤＳ（Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｍｉｎｉｍｉｚｅｄ　Ｄｉｆｆｅｒ
ｅｎｔｉａｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）ラインと、ＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ラインと、ＤＤＣ（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄａｔａ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）の３つの転送ラインが用いられる。ＴＭＤＳラインは、映像データ、音声デー
タおよび補助データの伝送に用いられる。ＣＥＣラインは、接続機器を制御するための制
御データ（ＣＥＣコマンド）の伝送に用いられる。ＣＥＣコマンドを使用した通信によっ
て、接続機器間で相互に機器制御することが可能である。
【０００４】
　ＤＤＣラインは、ＥＤＩＤ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｄａｔａ）と呼ばれるデータテーブルの伝送に用いられる。また、このＤＤ
Ｃラインは、ＨＤＣＰ（Ｈｉｇｈ－ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｔｅｎ
ｔ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ）と呼ばれる著作権保護のための認証処理に用いられる。例え
ば、ビデオカメラは、接続先のテレビ装置やＡＶアンプに格納されたＥＤＩＤを取得して
機器性能（音声出力性能や映像表示性能）を認識し、それらの性能に応じた音声データや
映像データを出力する。
【０００５】
　ここで、複数のＨＤＭＩポート（ＨＤＭＩ接続端子）を備えたテレビ装置について考え
る。複数のＨＤＭＩポートに対応して複数のＥＤＩＤ－ＲＯＭを設けると、ビデオカメラ
がどのＨＤＭＩポートに接続された場合でも、対応するＥＤＩＤ－ＲＯＭからテレビ装置
の機器性能情報（音声出力性能情報や映像表示性能情報）を取得することができる。
【０００６】
　しかしながら、ビデオカメラは、接続機器の電源状態や機器間の接続構成によっては、
再生コンテンツの音声データや映像データを適切なフォーマットで出力できない場合があ
る。
【０００７】
　例えば、ビデオカメラ（再生装置）とＡＶアンプ（音響装置）とテレビ装置（音声出力
装置）とを直列接続した構成において、ＡＶアンプの電源がオフの場合など、ビデオカメ
ラがテレビ装置のＥＤＩＤ－ＲＯＭにアクセスできないことがある。その結果、ビデオカ
メラがテレビ装置の機器性能（音声出力性能や映像表示性能）を認識できないため、音声
データや映像データを適切なフォーマットで出力できないという問題がある。
【０００８】
　そこで、下記の特許文献１には、ソース機器とＡＶアンプとテレビとが直列接続された
システムにおいて、ＡＶアンプが電源スタンバイ状態であってもソース機器の再生コンテ
ンツをテレビで視聴できる構成が開示されている。これによれば、ＡＶアンプが、ソース
機器に対して信号再生能力を示すためのデータテーブル（ＥＤＩＤ）を備える。データテ
ーブルには、ＡＶアンプの電源オン時は、ＡＶアンプの信号再生能力を示すデータが保存
されている。そして、ＡＶアンプの電源オフ時に、テレビの信号再生能力を示すデータに
書き換えることにより、ソース機器とテレビが直結された場合と等価な状態になる。
【０００９】
　下記の特許文献２には、ＤＶＤプレーヤとＡＶアンプとＴＶとが直列接続されたシステ
ムにおいて、再生コンテンツのフォーマットに応じて各機器の電源制御を行う技術が開示
されている。これによれば、ＤＶＤプレーヤは再生コンテンツの映像信号および音声信号
の有無、並びにフォーマットを判別する。そして、再生コンテンツが映像信号のみである
場合にはＴＶの電源をオン制御し、再生コンテンツが音声信号のみである場合にはＡＶア
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ンプの電源をオン制御する。また、再生コンテンツが映像信号と音声信号を含み、音声フ
ォーマットが５．１ｃｈの場合には、ＴＶとＡＶアンプの両方の電源をオン制御すること
により、ＴＶで映像表示するとともにＡＶアンプから音声出力を可能としている。
【００１０】
　一方、テレビ装置（音声出力装置）の一方のＨＤＭＩポートにＡＶアンプ（音響装置）
を接続して他方のＨＤＭＩポートにビデオカメラ（再生装置）を接続（以下、並列接続と
記す）した構成について考える。この場合、ビデオカメラはテレビ装置のＥＤＩＤ－ＲＯ
Ｍにアクセスする。その結果、例えばビデオカメラがテレビ装置の２ｃｈの音声出力性能
を認識すると、再生コンテンツの音声フォーマットが５．１ｃｈであったとしても２ｃｈ
にダウンミックス処理した音声データを出力することになる。この場合、たとえＡＶアン
プが５．１ｃｈの音声出力性能を持っていたとしても、ＡＶアンプの音声出力性能が有効
に活用されず、再生コンテンツの音響効果を十分に得られない。
【００１１】
　したがって、ユーザが再生コンテンツのフォーマットを意識した上で、再生装置と音響
装置と音声出力装置とを直列接続するか、音声出力装置に音響装置と再生装置とを並列接
続するかを正しく判断しなければならないという課題があった。接続構成が適切でなけれ
ば、再生コンテンツの音声データが適切なフォーマットで出力されず、再生コンテンツの
音響効果を十分に得られないことがあった。
【特許文献１】特開２００７－１２４４６９号公報
【特許文献２】特開２００７－１７９７０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上述のように、再生装置と音響装置と音声出力装置の接続構成が適切でなければ、再生
コンテンツの音声データが適切なフォーマットで出力されず、再生コンテンツの音響効果
を十分に得られないことがあった。
【００１３】
　上記特許文献１，２に記載の技術は、再生装置と音響装置と音声出力装置とを直列接続
することを前提としており、他の接続構成については考慮されていない。例えば、音声出
力装置に音響装置と再生装置とを並列接続した構成については考慮されていない。
【００１４】
　そこで、本発明は、再生装置と音響装置と音声出力装置の接続構成に関わらず、再生コ
ンテンツの音声データを適切なフォーマットで出力することが可能な音声出力装置および
その制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上述した課題を解決するために、本発明に係る音声出力装置は、それぞれ外部の装置が
接続可能な第１および第２の接続端子と、それぞれ前記第１および第２の接続端子に対応
して設けられ、前記音声出力装置の音声出力性能情報が予め格納される第１および第２の
記憶部と、前記第１の接続端子に音響装置が接続された場合に、前記音響装置の音声出力
性能情報を取得して、前記第２の記憶部に格納された前記音声出力装置の音声出力性能情
報を、取得した前記音響装置の音声出力性能情報に書き換える制御手段と、を備える。
【００１６】
　本発明に係る音声出力装置の制御方法は、それぞれ外部の装置が接続可能な第１および
第２の接続端子と、それぞれ前記第１および第２の接続端子に対応して設けられ、音声出
力装置の音声出力性能情報が予め格納される第１および第２の記憶部とを備える前記音声
出力装置の制御方法であって、前記第１の接続端子に音響装置が接続された場合に、前記
音響装置の音声出力性能情報を取得するステップと、前記第２の記憶部に格納された前記
音声出力装置の音声出力性能情報を、取得した前記音響装置の音声出力性能情報に書き換
えるステップと、を有する。
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【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、再生装置と音響装置と音声出力装置の接続構成に関わらず、再生コン
テンツの音声データを適切なフォーマットで出力することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態について説明する。ただし、実施例に記載され
ている構成部品の機能、形状、その相対配置などは、特定的な記載がない限りは本発明の
範囲をそれらのみに限定する趣旨のものではない。また、以下の説明で一度説明した構成
や部品についての機能、形状などは、特に改めて記載しない限り初めの説明と同様のもの
とする。
【００１９】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る映像音声再生システムの概略構成を示すブロック
図である。図１において、映像音声再生システムは、音声出力装置であるテレビ装置１０
０と、再生装置であるビデオカメラ１０１と、音響装置であるＡＶアンプ１０２とで構成
される。
【００２０】
　図１では、音声出力装置として、内蔵スピーカを有するテレビ装置１００を例に挙げる
が、外付けスピーカが接続されたパーソナルコンピュータなど、音声を出力するスピーカ
を有する装置であればよい。また、再生装置として、コンテンツ再生機能を有するビデオ
カメラ１０１を例に挙げるが、ハードディスクレコーダや音楽プレーヤなど、音声を含む
コンテンツを再生する機能を有する装置であればよい。また、音響装置として、外付けス
ピーカが接続されたＡＶアンプ１０２を例に挙げるが、高性能な音声を出力するスピーカ
を有する装置であればよい。
【００２１】
　テレビ装置１００のＨＤＭＩポート（第２の接続端子）１０５にはＨＤＭＩケーブルを
介してビデオカメラ１０１が接続され、ＨＤＭＩポート（第１の接続端子）１０６には、
ＨＤＭＩケーブルを介してＡＶアンプ１０２が接続（並列接続）されている。また、光デ
ジタル端子１０７には、光デジタルケーブルを介してＡＶアンプ１０２が接続されている
。
【００２２】
　ビデオカメラ１０１は、５．１ｃｈ等のマルチチャンネルの音声データを再生可能な装
置とする。ビデオカメラ１０１で再生した映像データおよび音声データは、ＨＤＭＩケー
ブルを介してテレビ装置１００に入力される。入力された映像データは、液晶画面等の映
像表示部１１９に表示される。入力された音声データは、内蔵スピーカ等の音声出力部１
２１、又は光デジタルケーブルを介してＡＶアンプ１０２の外付けスピーカから出力され
る。
【００２３】
　ユーザは、リモコン１０３を用いてテレビ装置１００を遠隔的に操作することが可能で
ある。リモコン１０３は、ユーザ操作に応じた制御信号を生成し、赤外線信号に変調して
テレビ装置１００に送信する。リモコン１０３からの赤外線信号をテレビ装置１００の赤
外線受光部１０４が受信すると、テレビ装置１００はユーザ操作に応じた動作を行う。
【００２４】
　図２は、テレビ装置１００（音声出力装置）の構成例を示すブロック図である。テレビ
装置１００には、アンテナ１０９が接続される。テレビ装置１００は、赤外線受光部１０
４、ＨＤＭＩポート１０５，１０６、光デジタル端子１０７、制御部１０８、チューナ部
１１０、デマルチプレクサ１１１、デコーダ１１２、入力ソース選択部１１３、ＨＤＭＩ
セレクタ１１を備える。テレビ装置１００は、さらにＨＤＭＩレシーバ１１７、映像処理
部１１８、映像表示部１１９、音声処理部１２０、音声出力部１２１、光デジタル音声出
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力部１２２、ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３，１２４、機器管理部１２５を備える。
【００２５】
　制御部１０８は、例えば図示しないＲＯＭやＲＡＭが接続されたＣＰＵであって、ＲＡ
ＭをワークメモリとしてＲＯＭに格納されたプログラムに従ってテレビ装置全体の動作を
制御する。この制御部１０８は、ユーザ操作に応じてリモコン１０３から送信された制御
信号に基づき、テレビ装置１００を制御するための各種コマンドや制御信号を生成する。
【００２６】
　チューナ部１１０は、アンテナ１０９から入力された放送信号に対して、復調、誤り訂
正等の処理を施し、トランスポートストリーム（以下、ＴＳと称する）を生成する。チュ
ーナ部１１０は、生成したＴＳに対してデスクランブル処理を施して、デマルチプレクサ
１１１に出力する。デマルチプレクサ１１１は、入力された複数チャネル分のＴＳの中か
ら、所望の映像データおよび音声データを取り出し、デコーダ１１２に出力する。デコー
ダ１１２は、映像データおよび音声データの復号化処理を行う。デコーダ１１２で処理さ
れた映像データおよび音声データは、入力ソース選択部１１３へ出力される。
【００２７】
　ＨＤＭＩセレクタ１１４は、制御部１０８からの切換信号に応じてＨＤＭＩポート１０
５，１０６のいずれか一つを選択する。ＨＤＭＩセレクタ１１４により、映像データおよ
び音声データの入力先として複数のＨＤＭＩポートの中から１つのポートが選択される。
ＨＤＭＩレシーバ１１７は、ＨＤＭＩポート１０５または１０６からＨＤＭＩセレクタ１
１４を介して入力された映像データおよび音声データをデコード処理し、入力ソース選択
部１１３へ出力する。
【００２８】
　入力ソース選択部１１３は、制御部１０８からの制御信号に応じてデコーダ１１２とＨ
ＤＭＩレシーバ１１７のうちいずれか１つの入力ソースを選択する。入力ソース選択部１
１３で選択された入力ソースの映像データは、映像処理部１１８に供給され、ガンマ処理
等の高画質化処理等が施された後、映像表示部１１９に表示される。同様に、入力ソース
選択部１１３で選択された入力ソースの音声データは、音声処理部１２０に供給され、高
音質化処理等が施された後、音声出力部１２１から出力される。ただし、ＡＶアンプ１０
２から音声出力するように制御された場合、音声処理部１２０は、光デジタル音声出力部
１２２を介して音声データを光デジタル出力可能なようにスクラブル処理等を施す。例え
ば、音声データのフォーマットが２ｃｈである場合は、テレビ装置１００に内蔵された音
声出力部１２１から音声出力する。一方、音声データのフォーマットが５．１ｃｈである
場合は、光デジタル音声出力部１２２からＡＶアンプ１０２に音声出力する。ただし、テ
レビ装置１００に内蔵された音声出力部１２１は２ｃｈの音声フォーマットに対応してお
り、ＡＶアンプ１０２は５．１ｃｈの音声フォーマットに対応しているものとする。
【００２９】
　ＨＤＭＩポート１０５，１０６は、ＴＭＤＳライン、ＤＤＣラインをそれぞれ備える。
さらに、ＨＤＭＩポート１０５，１０６に接続されたビデオカメラ１０１，ＡＶアンプ１
０２との間で通信可能な制御信号線としてＣＥＣラインを備えている。制御部１０８は、
図示しないＣＥＣ解析部、ＣＥＣコマンド送受信部を備える。制御部１０８が備えるこれ
ら解析部および送受信部は、ＲＯＭに予め格納されたプログラムにより制御される。
【００３０】
　ＴＭＤＳラインは、ビデオカメラ１０１またはＡＶアンプ１０２から出力された映像デ
ータ、音声データおよび補助データを、テレビ装置１００に伝送するためのラインである
。ＤＤＣラインは、テレビ装置１００とビデオカメラ１０１との間、またはテレビ装置１
００とＡＶアンプ１０２と間でＥＤＩＤの送受信を行うためのラインである。ＴＭＤＳラ
インおよびＤＤＣラインは、ＨＤＭＩセレクタ１１４と、ＨＤＭＩポート１０５，１０６
との間で接続されている。また、ＤＤＣラインには、機器性能情報等が格納されるＥＤＩ
Ｄ－ＲＯＭ１２３，１２４が接続される。ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３（第２の記憶部）およ
びＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２４（第１の記憶部）は、書き換え可能な不揮発性メモリ（記憶媒
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体）であり、テレビ装置１００の音声出力性能情報や映像表示性能情報が予め格納される
。また、対応するＨＤＭＩポートのフィジカルアドレス情報が格納される。本実施例では
、制御部１０８がＥＤＩＤ－ＲＯＭの書き換え制御を行う。
【００３１】
　ＣＥＣラインは、テレビ装置１００とビデオカメラ１０１との間、またテレビ装置１０
０とＡＶアンプ１０２と間でＣＥＣ通信するためのラインであるＣＥＣラインは、制御部
１０８とＨＤＭＩポート１０５，１０６との間でバス接続されている。制御部１０８は、
接続機器からＣＥＣコマンドを受信すると、ＣＥＣ解析部によりコマンド解析を行う。そ
して、ＨＤＭＩポートと対応付けられるフィジカルアドレス、デバイスタイプを示すロジ
カルアドレスなどの機器情報を機器管理部１２５に蓄積する。デバイスタイプは、ＨＤＭ
Ｉ規格により定義されており、レコーダやプレーヤ、ＡＶアンプといったデバイスの種類
を表す。
【００３２】
　図３は、ＡＶアンプ１０２（音響装置）の構成例を示すブロック図である。図３におい
て、ＡＶアンプ１０２は、制御部３０１，ＨＤＭＩ受信部３０２、ＨＤＭＩ送信部３０３
、ＥＤＩＤ－ＲＯＭ３０４、音声処理部３０５、光デジタル音声入力部３０６、スピーカ
駆動部３０７を備える。ＡＶアンプ１０２は、さらにＨＤＭＩポート３０９，３１０、光
デジタル端子３１１を備える。また、ＡＶアンプ１０２には外付けスピーカ等の音声出力
部３０８が接続される。
【００３３】
　制御部３０１はＡＶアンプ１０２全体の動作を制御する。この制御部３０１は、ＣＥＣ
ラインやＤＤＣラインを用いて、ＨＤＭＩポート３０９，３１０に接続された機器との間
で各種コマンドのやりとりを行う。
【００３４】
　ＨＤＭＩポート３１０には、ハードディスクレコーダやビデオカメラなどの再生装置が
接続される。ＨＤＭＩ受信部３０２は、ＨＤＭＩポート３１０に接続された再生装置から
受信した音声データを音声処理部３０５に転送する。また、ＨＤＭＩ受信部３０２は、Ｈ
ＤＭＩポート３１０に接続された再生装置から受信した映像データをＨＤＭＩポート３０
９から再送出するためにＨＤＭＩ送信部３０３に転送する。ＨＤＭＩ送信部３０３は、Ｈ
ＤＭＩポート３０９に接続されたテレビ装置１００に映像データを送信する。ただし、Ｈ
ＤＭＩ受信部３０２で受信された音声データもＨＤＭＩ送信部３０３からテレビ装置１０
０に送信することもできる。
【００３５】
　ＥＤＩＤ－ＲＯＭ３０４には、ＡＶアンプ１０２の音声出力性能情報や、ＣＥＣ通信で
使用するＨＤＭＩポートのフィジカルアドレス等の情報が格納される。このＥＤＩＤ－Ｒ
ＯＭ３０４に格納された情報は、制御部３０１により電源状態に応じて書き換えられる構
成であってもよい。
【００３６】
　光デジタル音声入力部３０６は、光デジタル端子３１１に接続されたテレビ装置１００
から光デジタルケーブルを介して入力された音声データのスクランブルを解除し、圧縮さ
れている音声データをデコード処理する。光デジタル音声入力部３０６で処理が施された
音声データは、音声処理部３０５に出力される。音声処理部３０５は、ＨＤＭＩ受信部３
０２または光デジタル音声入力部３０６から入力された音声データに対して増幅処理等の
処理を施した後、スピーカ駆動部３０７を介して音声出力部３０８に出力する。
【００３７】
　図４は、ビデオカメラ１０１（再生装置）の構成例を示すブロック図である。図４にお
いて、ビデオカメラ１０１は、制御部４０１、撮像部４０２、信号処理部４０３、蓄積部
４０４、ＨＤＭＩ送信部４０５、ＨＤＭＩポート４０６を備える。
【００３８】
　制御部４０１はビデオカメラ１０１全体の動作を制御する。この制御部４０１は、ＣＥ
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ＣラインやＤＤＣラインを用いて、ＨＤＭＩポート４０６に接続されたテレビ装置１００
との間で各種コマンドのやりとりを行う。
【００３９】
　撮像部４０２は、撮像レンズと撮像素子とを備え、撮像素子からの出力信号をＡ／Ｄ変
換して信号処理部４０３に入力する。信号処理部４０３は、図示しないレベル補正部、ホ
ワイトバランス補正部、γ補正部、色処理部、色差変換部、符号化／復号化部から構成さ
れる。撮影した映像の記録時には、信号処理部４０３は、撮像部４０２からの信号に対し
て各種補正処理、色処理、符号化処理等を施す。信号処理部４０３により符号化されたコ
ンテンツは蓄積部４０４に蓄積される。また、再生時には、信号処理部４０３は、蓄積部
４０４に蓄積されているコンテンツを読み出し、復号化処理等を施して、ＨＤＭＩ送信部
４０５に出力する。蓄積部４０４に蓄積されているコンテンツのディレクトリ情報や、コ
ンテンツに関する音声フォーマット等のフォーマット情報、画像サイズ情報等は、コンテ
ンツプロファイルとして管理される。
【００４０】
　ＨＤＭＩ送信部４０５は、ＨＤＭＩポート４０６に接続されたテレビ装置１００のＥＤ
ＩＤ－ＲＯＭに格納されている機器性能情報（音声出力性能情報、映像表示性能情報）に
基づいて、映像データ、音声データを送出する。
【００４１】
　次に、本発明の第１の実施形態によるテレビ装置１００の処理について、図５のフロー
チャート、ならびに、前述したブロック図を参照しながら説明する。
【００４２】
　図５は、テレビ装置１００に機器が接続された場合の動作の一例を示すフローチャート
である。テレビ装置１００に機器が接続されると、図示しない５ＶＰｏｗｅｒラインに接
続機器から５Ｖ電圧が供給される。ステップＳ５０１で、５ＶＰｏｗｅｒラインの電圧値
の変化から、テレビ装置１００の制御部１０８が機器接続を検知すると、ステップＳ５０
２に進む。
【００４３】
　ステップＳ５０２において、制御部１０８は、予め用意された各ロジカルアドレスに対
してポーリングメッセージを順次送信し、接続機器のデバイスタイプを取得する。制御部
１０８は、送信したポーリングメッセージに対して、Ａｃｋ応答があったロジカルアドレ
スを認識することにより、接続機器のデバイスタイプを取得することができる。なお、こ
のような認証処理の詳細は、ＨＤＭＩ規格により定められている。制御部１０８は、接続
機器に対してベンダーＩＤや機器名などの機器情報を要求するＣＥＣコマンドを送信する
。制御部１０８は、機器情報を返答するＣＥＣコマンドを受信すると、該コマンドをデコ
ード処理してＣＥＣ解析部へ供給する。ＣＥＣ解析部では、ＣＥＣコマンド中にコマンド
パラメータとして含まれる機器情報を取得する。そして、取得した機器情報を解析して、
フィジカルアドレス、ロジカルアドレス、ベンダーＩＤ、機器名等の情報を機器管理部１
２５へ供給する。機器管理部１２５は、接続機器に関する情報を機器管理テーブルとして
保持する。ここで、この実施の形態１では、ＡＶアンプが接続されたことを検知した場合
には、ＡＶアンプの音声出力性能情報も取得する。音声出力性能情報とは、例えばＥＤＩ
Ｄの「Ｓｐｅａｋｅｒ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ（ＥＣＡ－８６１
－Ｄ規格）」に記述されている、出力可能な音声チャンネル数やスピーカ位置情報等であ
る。
【００４４】
　図６は、テレビ装置１００の機器管理部１２５が保持する機器管理テーブルの一例を示
す図である。テレビ装置１００のＨＤＭＩポート１０５にビデオカメラ１０１が接続され
、ＨＤＭＩポート１０６にＡＶアンプ１０２が接続された場合（図１参照）、図５に示す
ような機器管理テーブルが生成される。具体的には、制御部１０８は、ＨＤＭＩポート１
０５に接続されたビデオカメラ１０１から、デバイスタイプ「Ｐｌａｙｂａｃｋ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ（ＤＶＤ）」を示すロジカルアドレス「４」を取得する。また、ＨＤＭＩポート１
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０６に接続されたＡＶアンプ１０２から、デバイスタイプ「Ａｕｄｉｏ　Ｓｙｓｔｅｍ」
を示すロジカルアドレス「５」を取得する。また、ＡＶアンプ１０２から音声出力性能情
報「５．１ｃｈ」、スピーカ位置情報「ＦＬ（Ｆｒｏｎｔ　Ｌｅｆｔ），ＦＲ（Ｆｒｏｎ
ｔ　Ｒｉｇｈｔ），ＢＬ（Ｂａｃｋ　Ｌｅｆｔ），ＢＲ（Ｂａｃｋ　Ｒｉｇｈｔ），Ｃ（
Ｃｅｎｔｅｒ），ＬＦＥ（Ｌｏｗ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｅｆｆｅｃｔ）」を取得する。
【００４５】
　次に、ステップＳ５０３において、制御部１０８は、接続機器にデバイスタイプ「Ａｕ
ｄｉｏ　Ｓｙｓｔｅｍ」のＡＶアンプ１０２が含まれていることを認識すると、ステップ
Ｓ５０４に進む。ステップＳ５０４において、制御部１０８は、ＡＶアンプ１０２の音声
出力性能情報「５．１ｃｈ」とテレビ装置１００の音声出力性能情報「２ｃｈ」とを比較
する。なお、テレビ装置１００の音声出力性能情報「２ｃｈ」は、ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２
３，１２４に予め格納されているものとする。そして、ＡＶアンプ１０２の音声出力性能
がテレビ装置１００の音声出力性能よりも良い場合（出力可能な音声チャンネル数が多い
場合）は、ステップＳ５０５に進む。
【００４６】
　ステップＳ５０５において、制御部１０８は、ＡＶアンプ１０２が接続されているＨＤ
ＭＩポート１０６とは異なるＨＤＭＩポート１０５のＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３に格納され
ている情報を書き換える。具体的には、ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３に格納されているテレビ
装置１００の音声出力性能情報「２ｃｈ」を、ＡＶアンプ１０２の音声出力性能情報「５
．１ｃｈ」に書き換える。その結果、ビデオカメラ１０１からは、テレビ装置１００がＡ
Ｖアンプ１０２と同じ音声出力性能を備えているように見える。このため、ビデオカメラ
１０１は、ＡＶアンプ１０２の音声出力性能情報「５．１ｃｈ」に対応したフォーマット
の音声データをテレビ装置１００に対して送出することになる。したがって、テレビ装置
１００（音声出力装置）にＡＶアンプ１０２（音響装置）とビデオカメラ１０１（再生装
置）とを並列接続した構成であっても、再生コンテンツの音声データが適切なフォーマッ
トで出力される。これにより、再生コンテンツの音響効果を十分に楽しむことが可能とな
る。ただし、ビデオカメラ１０１内の再生コンテンツの音声フォーマットが「２ｃｈ」で
ある場合は、「２ｃｈ」の音声データがテレビ装置１００に対して送出される。
【００４７】
　なお、制御部１０８は、ＡＶアンプ１０２が接続されているＨＤＭＩポート１０６のＥ
ＤＩＤ－ＲＯＭ１２４に格納されているテレビ装置１００の音声出力性能情報「２ｃｈ」
は書き換えない。これは、ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２４に格納されているテレビ装置１００の
音声出力性能情報を書き換えてしまうと、ＡＶアンプ１０２がテレビ装置１００の音声出
力性能情報「２ｃｈ」を認識できなくなるからである。
【００４８】
　次に、テレビ装置１００に接続された機器でコンテンツの再生を行うときのテレビ装置
１００の動作について説明する。
【００４９】
　図７は、ＨＤＭＩポート１０５に接続されたビデオカメラ１０１（再生装置）内のコン
テンツの再生を行う場合のテレビ装置１００（音声出力装置）の動作について説明するた
めのフローチャートである。ビデオカメラ１０１から再生コンテンツの映像データ、音声
データがＨＤＭＩケーブルを介してＨＤＭＩポート１０５に入力される。
【００５０】
　ステップＳ７０１において、制御部１０８は、ＨＤＭＩポート１０５からＴＭＤＳライ
ンおよびＨＤＭＩセレクタ１１４を介して入力された、再生コンテンツの音声データのフ
ォーマットを判別する。
【００５１】
　次に、ステップＳ７０２において、制御部１０８は、再生コンテンツの音声データのフ
ォーマットと、テレビ装置１００の音声出力性能情報「２ｃｈ」と比較する。そして、再
生コンテンツの音声データの音声フォーマットが、テレビ装置１００の音声出力性能で対
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応可能でない場合、具体的には、再生コンテンツの音声データのチャンネル数が「２ｃｈ
」よりも多い場合は、ステップＳ７０３に進む。一方、再生コンテンツの音声データの音
声フォーマットが、テレビ装置１００の音声出力性能で対応可能である場合、具体的には
、再生コンテンツの音声データのチャンネル数が「２ｃｈ」以下の場合は、ステップＳ７
１５に進む。ステップＳ７１５で、制御部１０８は、テレビ装置１００の内蔵スピーカ（
音声出力部１２１）から音声データを出力するように制御する。再生コンテンツの音声デ
ータのチャンネル数が「２ｃｈ」以下の場合とは、例えばＬ（左）－ｃｈとＲ（右）－ｃ
ｈの２ｃｈステレオ形式の場合や、単一チャンネルのモノラル形式の場合等である。なお
、制御部１０８は、テレビ装置１００の音声出力性能情報「２ｃｈ」をＥＤＩＤ－ＲＯＭ
１２４から取得してもよいし、機器管理部１２５から取得する構成にしてもよい。
【００５２】
　ステップＳ７０３において、制御部１０８は、ＡＶアンプ１０２に対して電源状態を問
い合わせる。このとき、制御部１０８が、ＨＤＭＩポート１０６を介してＡＶアンプ１０
２に電源オン状態であるのか、スタンバイ状態（または電源オフ状態）であるのかを問い
合わせると、ＡＶアンプ１０２が電源状態を返答する。ただし、制御部１０８が、ＡＶア
ンプ１０２が接続されているＨＤＭＩポート１０６の５ＶＰｏｗｅｒラインの電圧値が「
Ｈｉｇｈ」か「Ｌｏｗ」かで、ＡＶアンプ１０２が電源オン状態かスタンバイ状態かを判
別するようにしてもよい。
【００５３】
　ＡＶアンプ１０２が電源オン状態である場合は、ステップＳ７０４からステップＳ７０
５に進み、制御部１０８は、ビデオカメラ１０１の制御部４０１に対して、再生コンテン
ツの再生を一時停止するように要求する。これに応答して、ビデオカメラ１０１の制御部
４０１は、再生コンテンツの映像データ、音声データの再生を一時停止させる。
【００５４】
　続いて、ステップＳ７０６において、制御部１０８は、再生コンテンツの音声データを
、テレビ装置１００の内蔵スピーカからではなく、ＡＶアンプ１０２の外付けスピーカか
ら出力することをユーザに通知する。例えば、映像処理部１１８で通知メッセージを生成
して、映像表示部１１９にダイアログ表示するように制御する。
【００５５】
　そして、ステップＳ７０７において、制御部１０８は、音声処理部１２０からの音声デ
ータの出力先を、音声出力部１２１から光デジタル音声出力部１２２へ切り換える。ビデ
オカメラ１０１からＨＤＭＩポート１０５を介してテレビ装置１００に入力された音声デ
ータは、光デジタル端子１０７を介してＡＶアンプ１０２に送出される。
【００５６】
　次に、ステップＳ７０８において、制御部１０８は、ビデオカメラ１０１の制御部４０
１に対して、再生の一時停止を解除して、コンテンツの再生を再開するように要求する。
なお、テレビ装置１００とビデオカメラ１０１との間の要求コマンド（ＣＥＣコマンド）
やりとりは、ＨＤＭＩポート１０５のＣＥＣラインを介して行われる。
【００５７】
　一方、ステップＳ７０３でＡＶアンプ１０２の電源状態を問い合わせた結果、ＡＶアン
プ１０２がスタンバイ状態（または電源オフ状態）である場合は、ステップＳ７０４から
ステップＳ７０９に進む。ステップＳ７０９において、制御部１０８は、ＡＶアンプ１０
２の制御部３０１に対して、電源オンを要求する。なお、テレビ装置１００とＡＶアンプ
１０２との間の要求コマンド（ＣＥＣコマンド）やりとりは、ＨＤＭＩポート１０６のＣ
ＥＣラインを介して行われる。
【００５８】
　ステップＳ７１０において、制御部１０８は、ＡＶアンプ１０２が電源オン状態になっ
たか否かを確認する。具体的には、制御部１０８が、ＡＶアンプからの起動通知コマンド
（ＣＥＣコマンド）を受信するか、ＡＶアンプ１０２が接続されているＨＤＭＩポート１
０６の５ＶＰｏｗｅｒラインの電圧値が「Ｈｉｇｈ」にされたか否かで判別する。そして



(11) JP 2010-141410 A 2010.6.24

10

20

30

40

50

、ＡＶアンプ１０２が電源オン状態になった場合、上述のステップＳ７０５～Ｓ７０８の
動作を行なう。
【００５９】
　一方、ＡＶアンプ１０２が、テレビ装置１００からの電源オンの要求コマンドに対応し
ていない機種である場合など、ＡＶアンプ１０２が電源オン状態にならないことも起こり
うる。このようにＡＶアンプ１０２が要求に反応しない場合は、ステップＳ７１０からス
テップＳ７１１に進む。ステップＳ７１１で、制御部１０８は、ビデオカメラ１０１およ
びＡＶアンプ１０２のフィジカルアドレスにより、ビデオカメラ１０１とＡＶアンプ１０
２とテレビ装置１００の接続状態を確認する。
【００６０】
　そして、ビデオカメラ１０１とＡＶアンプ１０２とテレビ装置１００とが直列接続され
ていない場合は、ステップＳ７１２からステップＳ７１３に進み、制御部１０８は接続変
更をお奨めする通知を行うように制御する。具体的には、例えば、映像処理部１１８で直
列接続をお奨めする通知メッセージを生成して、映像表示部１１９にダイアログ表示する
ように制御する。
【００６１】
　図８は、接続変更のお奨め通知メッセージの表示例を示す図である。例えば、「再生コ
ンテンツは、５．１ｃｈ音源です。（ビデオカメラ１０１とＡＶアンプ１０２とテレビ装
置１００とを）直列接続すると最適な音声フォーマットで楽しむことができます。」とい
うようなメッセージを表示する。
【００６２】
　次に、ステップＳ７１４において、制御部１０８は、ビデオカメラ１０１が接続されて
いるＨＤＭＩポート１０５のＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３に格納されているＡＶアンプ１０２
の音声出力性能情報「５．１ｃｈ」を、元々のテレビ装置１００の音声出力性能情報「２
ｃｈ」に書き換える。すると、ビデオカメラ１０１は、ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３内のテレ
ビ装置１００の音声出力性能情報「２ｃｈ」を取得し、再生コンテンツの音声データを「
２ｃｈ」の音声フォーマットでテレビ装置１００へ出力する。
【００６３】
　ステップＳ７１５において、ビデオカメラ１０１からＨＤＭＩポート１０５を介して入
力された「２ｃｈ」の音声データは、テレビ装置１００の内蔵スピーカ（音声出力部１２
１）から出力される。
【００６４】
　なお、ステップＳ７１４でＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３内のデータを書き換えた後に、ユー
ザがビデオカメラ１０１のＨＤＭＩケーブルをＨＤＭＩポート１０５から抜き取った場合
、制御部１０８は、ＥＤＩＤ－ＲＯＭ１２３内のデータを再度、ＡＶアンプ１０２の音声
出力性能情報「５．１ｃｈ」に書き換える。
【００６５】
　以上のように、この実施の形態１によれば、音声出力装置（テレビ装置）に音響装置（
ＡＶアンプ）と再生装置（ビデオカメラ）とを並列接続した場合であっても、再生コンテ
ンツの音声データが適切なフォーマットで出力される。これにより、再生コンテンツの音
響効果を十分に楽しむことが可能となる。また、音響装置（ＡＶアンプ）が電源オン状態
にならない場合には、接続変更のお奨め通知メッセージを表示することにより、再生装置
と音響装置と音声出力装置の接続ガイドを行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の実施の形態１に係る映像音声再生システムの概略構成を示すブロック図
である。
【図２】図１に示したテレビ装置（音声出力装置）の構成例を示すブロック図である。
【図３】図１に示したＡＶアンプ（音響装置）の構成例を示すブロック図である。
【図４】図１に示したビデオカメラ（再生装置）の構成例を示すブロック図である。
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【図５】テレビ装置に機器が接続された場合の動作の一例を示すフローチャートである。
【図６】テレビ装置の機器管理部が保持する機器管理テーブルの一例を示す図である。
【図７】ビデオカメラ（再生装置）内のコンテンツの再生を行う場合のテレビ装置（音声
出力装置）の動作について説明するためのフローチャートである。
【図８】接続変更のお奨め通知メッセージの表示例を示す図である。
【符号の説明】
【００６７】
　１００　テレビ装置
　１０１　ビデオカメラ
　１０２　ＡＶアンプ
　１０３　リモコン
　１０４　赤外線受光部
　１０５，１０６　ＨＤＭＩポート
　１０７　光デジタル端子
　１０８　制御部
　１０９　アンテナ
　１１０　チューナ部
　１１１　デマルチプレクサ
　１１２　デコーダ
　１１３　入力ソース選択部
　１１４　ＨＤＭＩセレクタ
　１１７　ＨＤＭＩレシーバ
　１１８　映像処理部
　１１９　映像表示部
　１２０　音声処理部
　１２１　音声出力部
　１２２　光デジタル音声出力部
　１２３，１２４　ＥＤＩＤ－ＲＯＭ
　１２５　機器管理部
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